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【会員企業ご訪問：Vol.172】 

株式会社リングスター（大阪中央支部） 

 

今回は西日本プラスチック大阪中央支部会の株式会社リングスター 代表取締役

社長 唐金 吉弘 様と常務取締役 唐金 信治郎 様を訪ねました。 

 

  

当社は明治 20年に唐金 吉松が木くずを利用し

た貿易用手鏡や文具用品の制作を行う木材加工業

を営んだのが始まりです。その後、大正元年に、

二代目の唐金 重平が唐金木工所として創業、木

製工具函タップタイズセット函を考案、大正 6年

に三代目唐金 重起が代表者となり、機械工具商

社及び工具メーカーの工具函を製作していまし

た。昭和 36年 7月に法人化し、株式会社唐金工

具函製作所を設立、昭和 38年からリングスター

印スチール工具函の国内販売を開始しました。昭

和 43年に唐金工業株式会社に社名変更を行いました。 

これまでスチール製の工具函の販売を行っていた当社に転機が訪れたのは、昭和 54

年に 4代目代表者に就任した唐金 昭次郎が工具箱業界視察の為に米国を訪れた際にプ

ラスチック工具箱を目の当たりにしたことです。日本国内ではスチール製が主体でし

たが、プラスチック工具箱の可能性を感じ、輸入販売を開始しました。しかしなが

ら、輸入販売を行う中で、「インチ」と「センチ」の違いによる収納のしづらさや留め

具の立て付けが悪い商品等も散見されるようになり、自社でプラスチック製工具箱の

製品開発を始めました。平成 2年には会社名を知名度のあるブランド名の「リングス
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ター」に変更、平成 3年に奈良にプラスチッ

ク成形工場第 1期を開業、プラスチックに対

する知識は全くなく、文字通り社運を賭けた

挑戦となりましたが、この挑戦があったから

こそ今の当社があります。 

私、唐金 吉弘が 5代目に就任してからは、

新たな分野としてキャンプブランドの

「Starke-R」の製品販売やオーシャンバウン

ドプラスチックを利用した製品の開発に取り組んでいます。 

  

 

 当社の特長の一つは、当社の「箱」は全て Made in Japanという点です。「強い箱

を最高の品質でお届けしたい」という思いから創業以来国内生産（自社生産）にこだ

わり、「箱」本体だけなく、取っ手などのパーツも含めほぼ内製化しています。また、

組立てなどの二次加工は別の場所に運んで行うのではなく、成形したその場で現場担

当者が組立て、ラベル貼付け、箱詰めまで行い、すぐに出荷出来る状態に仕上げてい

ます。その為、現場担当者の負担を減らすために当社では成形機の大半にマグネット

クランプを導入しています。これにより金型交換の時間の短縮だけでなく、生産効率

も向上しました。 

 特長のもう一つは、商品開発力です。「箱」という商品は同業他社も多く、類似商品

も多数ある分野です。その為、大事にしていることは「常にお客様目線を持つ」とい

うところです。実際にその箱を使う人の現場まで赴き、どのような使い方をしている

か、こうすれば便利に使えるのではないかなどの商品開発に繋がるアンテナを張るよ

うにしています。近年では小売店の買い物カゴをヒントにした「SUPER BASKET-series」

を開発、売筋商品になっています。 

また、既存の使用分野だけなく新しい使用分野にも挑戦しています。従来は「当社

＝工具箱」でしたが、工具のように持ち運ぶものが多いフィッシング業界やキャンプ

業界にも進出し、「当社＝収納箱」というイメージが定着したことで新たな顧客層の

獲得にも繋がっています。もちろん創業当時から取り扱いをしているスチール製や布

製の箱も販売しており、多様なお客様ニーズに対応しています。  

主な製品・特長 

    主力商品の SUPER-BOX(左) キャンプブランドの「Starke-R」シリーズ(右) 

成形現場の様子 



 

 

 全社を挙げて取り組んでいるのは、健康経営優良企業法人への取り組みです。健康

でなければ仕事は出来ないと考えており、健康経営には力を入れています。具体的に

は、健康診断の 100％受診と活用、食生活改善に向けた情報発信、受動喫煙防止や禁

煙に向けた情報発信、心の健康への取り組み、エレベータ使用しない運動機会の増進

を行っています。 

 また、人事評価も見える化を図り、分かりやすいポイント制に変更しました。人事

考課が分かりやすくなった事で、従業員の仕事に対する意欲も変化しています。 

 

 

 

 近年、プラスチックの海洋流失による環境問題のニュースをよく耳にします。当社

もプラスチック製品製造企業として、何か出来ることはないかと考えていたところに

長崎県対馬市の現状を知る機会がありました。ここは日本で最も多く「海ゴミ」が漂

着する場所で、今後海に流出する可能性があるプラスチックごみ「オーシャンバウン

ドプラスチック」が海岸に多く存在します。このお話をお聞し当社が取り組んだのは、

プラスチックを減らすのではなく、これから海洋に流出する恐れのあるプラスチック

ごみを減らせないか？ということです。オーシャンバウンドプラスチックは比較的リ

サイクルし易い事に着目し、回収・粉砕し、配合率 10%の製品を開発しました。先ほ

ど紹介した「SUPER BASKET」10個につき、ポリタンク約 1個分の削減が可能です。 

また、2023 年 3 月には SDGs の達成に向けた取組又はアクションプランに沿って活

動することを宣言し、アクションプランに基づくプロジェクトに賛同・参画する企業

として対馬 SDGｓパートナーズに登録されました。  

  

※ 会社を訪問して 

 商品開発のお話をお聞きし、使用者の利便性快適性の為に日夜商品の開発改良を行

っているのがよく分かりました。その中には、細かな改良点や見た目では分からない

改良点もあり、改良点に気づいてもらえないのが最近の悩みだとお聞きしました。世

の中に無い「痒い所に手が届く」ような、少しでもお客様にとって便利に、快適に使

っていただくための飽くなき探求心が根幹にあり、それがお客様からの信頼に繋がっ

ていると感じました。 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 大野・吉田 

 

※本記事記載の情報については、2023年 9月 6日現在のものとなります。 

 

掲載希望の方は 

事務局（06-6538-6100）までご連絡ください。 

SDGｓへの取り組み、海洋ゴミを減らす 

健康経営への取り組み 


